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１．要約 

 私たちは１年生のときからハツカダイコンについての研究をしている。私たちは 2年

間にわたり、研究、改良を重ねた。その結果光の波長によってハツカダイコンに成長の

違いが見いだされた。 

 

キーワード  ダイコン、生物、植物、光、発光ダイオード 

 

２．研究の背景と目的 

 私たちは、地球上の身近で関わりやす

く、重大な問題をテーマとすることにし

た。案として食料問題を挙げ、私たちは

テーマを決定した。 

この問題は植物の光合成を効率的に行

うことができれば、植物の供給量が増

え、食料問題を解決、そしてバイオテク

ノロジーなどにも用いることでエネルギ

ー問題にも貢献することができると考え

た。そこで私たちは、はじめに当てる光

のどの波長が効率的に光合成を行わせる

ことができるかを研究することにした。 

ハツカダイコンを使用したのは、研究成

果が早く出るからという理由と、比較的

安易に購入することができるからであ

る。 

実験に使用したのは、市販のハツカダ

イコンの種子、市販の培養土、農業用の

カップ、発光ダイオード（赤、白、緑、

赤外線、紫外線）である。 

 

３．研究内容 

３．１ 準備  

 まず、種からまき、芽がある程度伸び

たハツカダイコンを 12株用意した。こ

れらは同じように育てられ、同じぐらい

まで成長した物である。そのうち 10株

を［実験ボックス A］5個に 2株ずつ入

れ、残り 2株を［実験ボックス B］へ入

れた。［実験ボックス A］は、正面以外

の面を木製の板で覆われており、底面と

水平の透明アクリル板で上下に仕切られ

ている。ハツカダイコンは下部におくこ

ととし、下部の高さはハツカダイコンの

生育に問題のない程度の高さとする（図

１全体像および図２断面図参照）。上部

には前述の 5種の発光ダイオードが設置



されており、光量は照度計によって等し

くそろえた。［実験ボックス B］は、形

態は［実験ボックス A］と全く同じだ

が、上部の発光ダイオードを点けていな

い物である（図３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        図２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        図３ 

 

 

また、2種のボックスはどちらも開い

ている面から光が入らぬよう、黒いビニ

ールシートを重ねた物で覆った。  

 

３．２ 実験方法 

 擬似的に昼と夜を作ることにする。メ

ンバー内で当番制を敷き、下校時に［実

験ボックス A］のそれぞれの 1株を取り

出して、［実験ボックス B］へと移す。

［実験ボックス B］内は暗黒となってい

るので、これを「夜」とする。 

登校時に［実験ボックス B］内の株を

もとの色のダイオードの箱に戻す。ま

た、［実験ボックス B］内の 1株は外に

出し、日光に当てる。［実験ボックス

B］内の 1株を除いた全ての株が各発光

ダイオード、または日光に当たっている

この状態を「昼」とする。水分は一日に

一度すべての株に同量ずつたっぷりと、

過不足なく与える。 

それぞれの条件で育てた株を次のよう

に名前をつける。 

・「昼」は日光に当てる株→『日光』 

・「夜」のまま移動させない株 

→『暗黒』 

・「昼」は発光ダイオードに当てる株に

それぞれの色をつける 

→『白』『緑』『赤』『赤外』『紫外』 

・昼夜なく常に発光ダイオードの光を当

てる。発光ダイオードの後に、「常」

をつける 

→『白(常)』『緑(常)』『赤(常)』 

『赤外(常)』『紫外(常)』 

 

 

 



３．３ 実験結果 

 結果の写真を図４～図６に示す。それぞ

れの条件を次の表に示す。図４～図６の写

真の位置は下の表と一致している。 

 

日光 
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白 
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赤外 
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＜1週目（図４）＞ 

赤(常)が他の株よりも成長の程度が大

きいように見えるが、全体的に大きな差

はない。 

＜2週目（図５）＞ 

葉が緑色の株は多いが茎の固さや太さ

に差が出てきた。具体的には日光、赤

(常)、赤が葉も大きく、逆に、紫外線や

緑などはカップに茎が垂れて弱々しい 

外見になっている。 

＜3週目（図６）＞ 

明確に成長の程度に差がついた。赤色

の葉が白くなり、ちくちくしていた。な

お、3週目において日光の株の記録がな

いのは、日光の株を置いていたのは室内

の窓際であり日光のあたる時間やその程

度を実験ボックスの株と比べて光量が一

定ではないと判断し、実験中だが撤去し

たためである。 

  

４．考察 

 実験により、赤色を適度に与え続けた

ものが比較的よく成長するが、葉が白く

変色してしまうことがわかった。このよ

うな結果から、赤の光の波長が植物にと

って成長を促すが、葉緑体を十分に発達

させない働きがあると考えた。緑などの

光の株が赤の光に当てた株と比べて成長

しなかったのは、緑色の光は葉が緑色の

ため、反射されてしまうというのが要因

だと思われる。 

 

５．今後の課題 

なぜ、紫外線や、赤外線などの光によ

り育てられた植物が、細くなってしまっ

たのか、赤色の光で育てられた植物の葉

が白くなってしまったのかを突き止める

ことが今後の課題である。また、ポスタ

ー発表で指摘された、実験に用いた個体

数の少なさ、光の波長の数値の正確さと

その数値を具体的に提示すること、複数

の光を組み合わせて株に当てる実験を行

うことである。 
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